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商 知 県室戸 岬 沖に「 淘底釉祠 絶 合観測 シ スタ ム」を 構築 するに当 た 。て｡1996 年 ４ 月３日か

ら ４月11 日lこかけ て 高知 県冽 戸岬沖深 加 曳航澀 査（K96-03- ＭＲＴ ）を 実 施し た。「 ケ ーブル型

淘庭 糾測 ステージ・ ン」 の ケーブル働歙 予定 ル ート のシ ーピ ーム地形調 資を 行うと共に。室 戸

市三 津 の高知 県洳 屑 水研究所 沖 合 で｡4, 叩em 吸 デ４－ プ・ ト ウカメ ラによ る地 彫・地 質等 の

澗査 を行 うた。 先端観測 点近 傍の自然地震 およ び深沌 の環境ll･覇 のため， 先端観測 点に デジタ

ル埔 匐計（０ss ）｜台 と。吮|;1】滷瑞jilと ｃＴＤ か らなる係 留系ｌＭ を設XI し，先端観 測点設紅 予

定位・ の周辺 の 自然地震 観 測およ び 深海環境 叶測 も僵 せて実施 し た。

キーワード：海底地震総合観測システム,ケーブル型海底観測ステーション,室戸岬沖,ケー

ブル敷設ルート
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a  long-ierm  deep  scnJloor  observatory,  seismometer*  and  Tsunami  pressure
 sensors

wiih  * cdDI ≪ are  to  be  deployed  approximately  100  km  off  Muroto  Peninsula  in March

1997.  Oee|i  low  eNpediiion  (k96-0s-mrt)  w*ii  carried  qui  for  five  days  in April  1996

usina  R/v  "Kaiyo".  The  Dtir|>ose  of the  *lxort cruiw?  is lo  collect  dat*  lo  determine  ihe

cable  route  and  sites  for  deploying  the  instalments  such  as  seismometers.  Tsunami

pressure  sensors  and  a sea  floor observatory.  Seabeam  box  find route  sutveys
 were  also

curried  out  during  ihe  nigh!  lime,  In  addition  lo  tlxe above  surveys,  the  jamsthc/

Diciial  OBS  and  a  mooting  system  were  deployed  foi measuring  seismicity  and  deep  sea

currents.

A  basic  information  on  the  lopography  Lo  determine  the  cable  ionic  <md  slies  foi

deploying  Llic internments  was  obtained  during  the  seabeam  stiivey.  Sirong  norj  it-e<is-

leily  Ktiroshio  currems  svere  observed  wliieli  i  Ajisred between  3  to  ･! Ms.  Wotlom

cu  rrent%  on  t he land  wh  i＼1 ≪*lo pc* of N  an k a i Trough  were  doiri i nan  t towa  rd i lie *ou  Mi w  li ich
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ranged  between  5 and  3Scm/s.

Unfortunately,  ihc deep  low  camera  observation  had  lo be postponed,  except  m  the

shallow  waler  which  was  less than  I.OOOin. bccause  of Tuna  fishinsr in (his area. The

seafloor  observatory  will be deployed  in Calypicgena  <ae  colony, which  is common  on

the  accreJjonel weQge  in Nankai  Trough.  Therefore,  search  for the  clams  is ncccssary

and  will be earned  out in the ne*t  sea trial in 1990 by "Shinkai  6500" and  the  JAMSTEC/

Deep  Tow.

Key  words  : Long-Term  Deeo  Sea Floor Observatory. Long-Term  Deep  Sea Floor Ob-

servatory with a cable. Off Murolo  Peninsula, System Laying Rome

１ ． は じ め に

1995 年 １月 に 兇生 し たr1995 年 阪 神 淡 路 大 地 震 」を 契

機 と し て， 同 年 ７ 月 ， 絶 理 府 の 「 地 震 予 知 鯲 遨 本 部 」 が

廃 止 さ れ，「 地 震 調 査 研 究 擔 進 本 部 」 が 新 たに 発 足 し た。

こ れ は ， 従 来 の 地 震 予 知 研 究 か ら 簾 礎 研 究 に 重 点 を 震 く

方針 に 変 更 し た も の で あ る 。 こ れ に 伴 っ て ， 科 学 技 術 庁

では ， 平 成 ８年 度 か ら 「 地 震 総 合 フ ロ ン テ ィ ア 研 究 」 を

鐓 迴 す る こ とに な っ た 。 その 一 環 と し て， 海 洋 科 学 技 術

セ ン タ ーは ，1997 年 ３ 月 ま でにr 海 底 地 震 総 合 観 測 シ ス

テ ム」 を 高 知 県 室 戸 岬 沖 に 構 築 す る 予 定 であ る。

高 知 県 室 戸 岬 沖 か ら 和 歌||11;1潮 岬 沖 に か け て の 南 海 ト

ラ フ で は, 1944 年 に 東 南 淘 地 嗔 （ 佐 藤 ，1989 ），1946 年

に 南 海 辺 地 震 （ 伊藤 ，1989 ） と ， 相 次 い で［l 大 地 震 が 発

生 し ， 陸 域 に 大 きな 被 害 を 与 え た。 歴 史 的 に も， こ の よ

う な 地 震 が 緩 り 返 し発 生 し て い る こ と が 知 ら れ てい る 。

し か し ， 関 東 ， 東 海 地 域 に 比 ぺ て ， 他 の 地 域 で は 海 側 の

地 震 観 測 網 が 全 く 整 備 さ れ て い な い 。

す な わ ち ， 関 東 地 域 で は ， 気 象 庁 の房 総 沖 海 底 地 震 ・

津 波 観 測 シ ス テ ム， 海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー の 倣丿蟆 湾 初 励

沖 の深 海 底 総 合観 測 シ ステ ム， 東京 人学 地 震 研 究 所 の 相

模 湾 伊 東 沖 地 震 観 測 シ ス テ ム， 防 災科 学 技 術 研 究 所 の 相

模 ト ラ フ 地 震 ・ 地 政 変 動 観 測 シ ステ ムが あ る。 東 京 人 学

地 震 研 究 所 では ， 運 用 を 停jE し た｡二宮 グ ア ム闘 の 第 一 太

平 洋 瞋 断 淘 底 同 蚰 ケ ー ブ ル を 利 用 し て。 圸 電 位 観 韶 を

行･ つてお り ，1996 年 か ら は 地 震 観 測 を 行 う 予 定 で あ る

（ＧｅｏＴｏｃ 計 画 ）（笠1;i，1996 ）。ま た， 東 海 地 域 で，気 象

庁 の 加・ 崎 沖 海 底 地 震 ・ 沖 被 観 測 シ ス テ ムが 稼 働 し て い

る 。

一一力 ， 東JI ゐ･1111では ， 釜 石 沖l」本 海 溝 に お い て 。 東 京

人 乍 地 姦 研 究 所 が ，ケ ー ブ ル 凖 地 礎 りlt陂 観 測 顫 を 】996

昨 に 設 置 す るf 定 であ る。ま た ，南 西請 島 海 溝 に お い て，

運 川 を 停jl;し た 沖 祠 グフ ム|削の 第.l 太･|り=f横 断 海 底 川 軸

ケ ー プjﾚ をlll川 し た観 測網 か｡1997 年 度 に 騙IJIさ れ る1 ゛

定である（ｖＥＮｕs 針画）（笠原・佐蘊，1996 ）。

こ のようなIljで。「海底地震総合観測システム」は。関

西および四|凋方面の洶側の観測空白峨を埋める拠点とし

て， 大きな期待を寄せられている。 また，今暁同様なシ

ステムか。 わが国周辺の観測空白海峨に展闥される3「’画

である。

宝 戸沖観測システムは，「ケーブル・ 海底観測 ステー

ション」と，「展開型海底観測 ステーション」からなり，

本調査は， 主として前者の設置淘域および ケーブル敷設

ルートの地形・地質調査を 月的 として実施 した。r ケー

ブル型海底観測ステーション」は， 高知1,11室戸ili三沖に

ある高知県深瓱水研究所内に陸上局が設けられ，室Ji 岬

の南方約60km に地震11’とflt波al･からなる中閥観測点，

約100kn, 地点には地震al･｡ 沖 波al･およぴ初島塰の観洲

ステ ージｌ ンからなる先端観測点で構成されている（門

馬ほか，1996 ）。

ISj海ト ラフ随勧斜而では付加体が発達 し。断射lfliに

沿って シロウリガイ等の冷湧水雌物群集が存在すること

が予想される。 これらの唯物の分布や消長は。海底変動

の踟嫖となるIlj能やIEがある。

以 上の背景の下に, 1996 年4Jj31.-j から11 日まで海

洋科乍技術センターの「かいよう」を利川して高知り,1塞

戸岬沖深海曳航測査(K96-03-MRT: 海洋科学技術セン

ター，1996 ）によりケーブル栽設 予定ルート柚い，およ

びBOX-A.  B. CJtfにおいて シーピ ーム地形調査（ シー

ピーム航跡図：図2 ）を行うと典に，‘室戸Iljj沖の商知

県濠刷水研究所沖介で も000m 級デ ィープ・トウカメラ

による火航,祠査（測線: ＤＴ･I C, 2  Cおよび３ｃ）。 先端

観測点近傍でＪＡＭsＴＥｃ型デジタル式海底地震jl･を川

いたrl然地震観測（測点；sT I ）およびｃＴＩ】，流11･|流d

jl-を取り付けた係留』|･を川いた深海環境計測（測点:ST

2）を実施したのでそれらの凋杳結 里を報IIIする。
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２ ． シ ー ピ ー ム地 形 調 査 結 果

本 調 在 航 海 に お け る シ ー ピ ー ム地 形 調 査 は ，l）先 端 観

測 点 （ＢＯＸ一八：海 底 地 震 計（| ），津 波;|･（2 ）お よ び先 端

観 測 ス テ ー ジ ｌ ン の 汲 周 予 定 海 域 〕｡2 ）l ll 問 観 測 点

〔130X- Ｂ: 海 底 地 震 計 （2 ）， 津 波 計 （2 ） の 設 置 予定 海

域 〕，3 ） 陛 岸 急 塵 （ＢＯＸ-Ｃ） お よ び4 ） ケ ー ブ ル ・ ル ー

ト の ４ つ の調 在 海 域 に 分 け て 行 わ れ た （ 図1 ）。

以 下 に ， 各 調 査 海 域 毎 の 調 査結 集 を 列 挙 す る 。 な お ，

各調 査 海 域 の シ ー ビ ー ム デ ー タの 位 献 関 係 は ， 図 ２ 中 に

示 す 図 面 番 号 （1/7 ～7/7 お よ びBOX-C) に 対 応 す る。

２ ．１　 先 端 観 測 点 （ＢＯＸ-Ａ）

BOX-A 海 域 で 得 ら れ た シ ー ビ ー ム デ ー タを 図 ３（ 図

２ の4/7 に 対 応:32 °34″以 北 は ＢＯＸ-Ｂ ）， 図 ４ （閥 ２の

5/7 に 対 応 ）， 閥 ５（図 ２ の6/7 に 対 応:32 °34″以 北 は

ＢＯＸ-Ｂ） お よ び図 ６（図 ２ の7/7 に 対 応 ） に 示 す 。

先 端 ス テ ー シ ョ ン付 近 の 海 底 庄 は ， 巾 販 の 海 底 地 形ISI

に 示 さ れ る よ う な 比 高|｡500 ～2.000m の建 で は な く ， 比

高200 ～3叩mly 度 の ス テ フ プ 状 の 麈 の 集 合 で あ る こ と

が う｝か っ た。 こ れ ら は 辺 断 駟 群 と 考 え ら れ ， 雌 の ふ もと

の 湧 水 に 分 布 す る と 考え ら れ る シ ロ ウ リガ イ俳ｌ 域 は 先

端ステージｌ ンの設置候據地点である。

誨丘部はなだらかで，廊底地震計， 津波計の候絹地と

して観斜の点からは大きな問題はないと思われる。

２．２　中闘観測点（ＢＯＸ-８）

BOX-B 海域で得られたシーピームデータを図７（図 ２

の3/7 に対応），図３（図２の4/? に対応:32 °31’以北）

および図5 （IS12の6/7 に対応；32°34’以 北）に示す。観

測候臚域を贋ぺるため， 天海面丘全体をカバーするよう

にBOX Ｂを設定した。

中閣観測点，特に。天而面丘の北東側には。市販の海

底地形図に見られるような平坦面は確認できず，急崖が

関 １　シ ー ビ ー ム航 跡枳|

Ｆｉｇ.ITr ａｃｈ･hal･ ｈ)f scabealll survey.
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図 ２ シ ーピ ーム　 マップ インタ･y ク ス Ｕ.｡･'7―7/･7およ ぴ

ＢＯＸ･Ｃ｝

n*.  2 Ｓｅａｌχa111 11Mll index ｛1.,･7 10 7｡･7 aod gQχ-C1
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jｓ1 3 B4 〕Ｘ－Ａ に お け る 冫 － ビ ー ム ・ マ･y プ ｛Ｎ０． １／４：図 ２の4/7 ｝

Fi≪.3 Ｓｅ汕 ｅａｍ ｍａｐ ｏｌ ｌｊＯＸ一八 (No. l/4 : illdeｘ 4/7 in Fia. 2).  Mcrcalor projection Ｔａｋy ｏ Ｄａｌｕｍ-

数多く存在していることが判明 した．また，|川南川部に

は. ヽ1り|句jiが存在しているこ とが確認できた． また， 人

海海「i:の.IUII除=1111fの傾斜は急であり． 水深約2.000m か

ら人洶洶11:ilifftiKへかけてのケーブルルート設定は，慎

41を期す必要がある..

2.3　 陸岸急崖（Ｂｏｘ･･ｃ）

１３０ｘ･ｃ海域で得られたシーピ ー厶データをIｘ18（閥2

/渭

のＢＯＸ-Ｃに対応）に示す。

沖介の深さ|｡000m まで 一気に落ち込む噌である。翊

沿いに剣まれる駟||かい谷の分布が判明 廴， ケープ,ﾚ 予定

線であ るほ哂水取水管から続く谷は。 水深700m からは

少し南に力･向を変えている。 抑は忽であるが。 谷筋には

地形の起伏はなさそうである。

JAMSTEC  J. Daap Ｓ鬯ａ Res.. 12 Ｕ9961



図 ｉ ＢＯ Ｘ－Ａ に お け る シ ーピ ー ム ・ マ･，プ （ Ｎ０.2/･1: 図 ２ の5/7 ）

Ｆｉｇ.Ｉ Sea  beam rｎａｐｏr ＢＯＸ
‘

Ａ ＣＮ０.2yi:index  5/7  in  Fi&  2). Ｍｅrｃａｌｃr ｐrｏｊｅｔｌｉｃｎ Tokyo datum.

２，４　ケーブルルート

ヶ－ブルルートに沿-3たシーピームデータは、家j II岬

沖から南ドする方【;jlで閥９( 図２の|/7 に対応)．図10

(側２の2/７に対応).Bo χ･･Bのシーピームデータとし

て示した図7( 図２の3/7 に対応)の北｀r分およびBOX-

Ａのシーピー厶データとして小した図５( 図２の6/7 に

対応) の円側が該｀!1する､、

JAMSTEC  J Deep Sea Res.. 12 1199111

ＢＯＸ-Ｂ よ り亅 二で は 予 定 ル ー ト に 沿 い 輻 約 １ マ イ ル1111

後 の デ ー タ を 収 得 し た。 ＢＯＸ←Ｂ の鹵 で は ， 予定 ル ー ト

の 変 吏 も 考世 し て 西 側 に 調 査 海 域 を 山 げ た。ＢＯＸ-Ｂ よ

り 北 で は 広 域 の 地 形 は わ か ら な い が ， 断 々に 崖｡1111 地 が

11ら れ る 。 λ 洶 洶li:の｡止部 の 谷 で は. I  "liftに 伴 い ， ケ ー

ブ ル ル ー ト とヽ|りj･･に 走 るli;が み ら れ た の で。 ，親 代 ルー|･

を 少 々|£げ た 。 ケ ー ブ ル敷 設ll. 特 に 咀 人 な1111加 点 は Ｑ

ｊ汐



μ１５ ８０Ｘ-Ａ Ｅこお け る シ ーピ ー 厶 ・ マ ー，プ 哨 ０.3/4: 図 ２の6/7}

Ｆｉｇ.５ Ｓｅａｂｅａｌ･l nl即 ０｢ＢＯχ･ Ａ ｇＮ,｣｡3/4 : index G/7 111 F  iff. 2｣.Ｍｅrｃａtｏr lJro｣4｣cl｣｡Ｉ Ｔ０１y ｏ Daluni.

｀11たら な い よ う であ る 、

３． デ ィー プ ・ トウ に よ る 調 査

･’i初 ， 冷 湧 水１.物 群 集 の 綰 認 を 目 的 と し て， 】３０Ｘ Ａ.

Ｂ お よ ぴ Ｃ の 海 域 に お い て， デ ４ － ブ ・|ヽり 曳 航,j靫i を

ﾉ脚

実施するr 定であ. たが．家戸岬沖介のマクロ延縄漁が

次第に夐ll し，J卯ijりIW'I'には．北緯32 度から32 度40

分にかりて掬１ が行 われるようになり． 先端および巾Iff

観SIII点におりるデｉ －ブ・卜り曳航,詞西を111111せざるを

il,1オ，&Iμ,i.Hox ｃ海域の３測絢（）ヌ|11）で曳航凋介を

JAMSTEC J. Deep  Sea Res.. 12 119961



閥 ６ ＢＯχ 一八 に お け る シ ー ピ ーj ・ヽ マ ー，ブ （Ｎｏ.,|,･4:ls12 の7x･ ｎ

Fifi. 6　Slabea111 11a 卩ｏｆＢＯＸ･AINo.･1, ‘･･1 : illdeｘ 7.-7 in Fig,21. Ｍｅrci･lor ｐrｏｊａｊｌｉｏｎ Tokyo dalUHL

火 施 し た 。

以 ド に. BOX  C の海 底 観 察 にｰ) い て 述 べ る 。

３ ．１　 概 要

カ メ ラ に よ る 測 査は.j14 も北 の 海 域 Ｈｏ ｘ ｃ に お い て

３ 洲 線 Ｕ 〕Ｔ ‥Ｉｃ ．２ｃ お よ び ３ｃ:IｘIII 〕がi 】`わ れ た｡ 凋

貞 は 家II's11の141側. ｊ･|!漁 港 の 洌I介3 ヽ10klll の 海 域 で

行 わ れ た｡ ＤＴ Ｉ ｃ･ はr･ 定 さil るj41りμ 子 － シ ョ ンの

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ.｡12 1199111

ケープjレルートよりも300ml 刺で， ルートに` lｑiな測

線.lｙl` -2Cはケーブ ルルートに涓う海底谷のほぽ111軸

をljるj剛線，ＤＴ･3C は水深200m 付近からDT-2C の終

点につながる測線であ･,た。ＤＴ･･3Cの最も陏寄り（水

深約286m 付近）では。深Ｍ水の叫究施設からのびてい

る深層水管が観察された。

｡凋杳時の曳航休深度は最も浅いところは韵230 ｍ

jSj



図 ７ ＢＯＸ- Ｂ に お け る シ ーピ ー ム ・ マ ７ プ （ 圜 ２ の3/7 ）

Fig. ７ Sea  beam ｎｌａｐ of ＢＯχ－B (indc χ 3/7 in Fig.2 】l Mercalor projection Ｔｏｋy ｏ datum.

(DT-3  Cの閧始点) であり。 最も深いところはDT-2C　　 知県深層水研究所：濠刷水管)， 写爽２( 巨礫)， 写真３

の｢川始点で。佐ぶ浜海底谷の斜lfl｣ド部に･11たる約950m　( 角礫)，写真４(断差) および写｣!45( 堆積勧下の割 れ目)

であ った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に示す。 また，図14 巾に写貞槻彫位置を併せて示す。

IS1 12， 1司 】3および閥14 にＤＴ一1 C, 2C および3C の　　　　　 ３．２　地形・地質

地形噺而|文Iをそれぞれ示す，また｡ μ15  tよ，測線がクロ　　　 地形新1111μ|には，所 々で鵬盤と胆われる岩石の露出し

ｘするｊ)Ｔ ２Ｃおよび３Ｃ の迎結地形断11111glを示す。　　　 た，地形 の盛り|; がりが,認められる( ＤＴ-IC お よび

|)Ｔ ３Ｃで撮彰された海喋111j状況の'り嶌を，町貞l(11:SI　　DT･2C の後｀|り。断川と思われる崖を形成しているとこ

朋２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JAMSTEC  J. Deep Ｓｅ● Res.｡12 g1996}



図 ８ ＢＯＸ-Ｃ に お け る シ ー ピ ー ム・ マ ップ( 図 ２の ＢＯＸ-Ｃ)

Ｆｉｇ, ８ Ｓｅａｂｅａｍ ｍ卯 ０１ＢＯＸ“Ｃ(inde ｘ ＢＯＸ-CinFig.2). Ｍｅrｃａ１０r ｐrojectｉｏｎ ＴｏｋyO dal ｕｍ-

ろもある。

州綿 ＤＴ-Ic （図12 ），2c （Is113）およぴ３ｃ【図 】4）

とも，斜度の小さい海底表而は1まとんどが未|刈結の泥質

坩桐物に・ われており。 海底面上には岾ﾐ生生物 やフナ

ゴ， ソコダラなどの魚が頻繁に観察された。Ｍ盤岩の露

頌は。 主に地形的 な商まりに伴う斜 面で多く観察され

た。 高まりの頂部は堆積物に麹われるが， ヤギ煩やウミ

シダ等の固形勧に付着して臚息する生物が観察される川

所では， 堆積物の翩が薄いことが推定される。斜度の小

さい平川而でも所々で岩盤か認められる場所があり，厚

い堆積物の下の基盤岩の表ii の地形がうねっていること

を示唆する。

海底谷の斜面ではμ盤岩の咄・ （海底地柵り）に俘っ

て，表面の堆積勧が流れ・ ちたような痕跡も観察された

rＤＴ-3c （図14 ）終了点付近の円弧状の割れ目と堆積物

表面 の スジ〕。jレートマ ー7プをＭると測鍠 ＤＴ-2 c （図

13）の断面に見られる雀 岩の高まりは，北側の尾根地形

の南斜li であり，ＤＴ･･ic  (1*112) に見られる商まりは，

JAMSTEC  J. DRap Sea Res.｡12 11ｓ61

南側の尾根の斜面にll 当するものであろう。

３．３　ドレッジ試料

測線ＤＴ-3C （豚114）で行ったトレー｡ジでは， 比較的

新觧な破断面を持っ角礫が採取された。 これらは淘汰は

良くなく。 人きさは最人で６ｃｍ 程度。 これらのlllには

黒色～暗灰色をＭする火成岩や，礫岩が含まれていた。

礫肖に合まれる礫はよく円磨されたものか多い。 カメラ

の観察によると。角礫は海底表而に泥質堆胱物にｌ われ

ることなく露出していた。その分布範囲は狄く，輜l ～2

nl. 長さ数 ｍ 代度の帯状の範囲と見積もられ，その範|川

だけが付に霧山しているように11 えた。 カメラのSlillで

はlｘ）ｕldel･サイズの礫も認められたが，ドレ･｡ ジでは採

取されなかｰ, た。同時に採取された泥質の堆積物や生物

の観察とカメラ|貞丿像の観察によると，堆積物の表層には

ゴカイの仲IMやエピ，ナマコ， クモヒトデ， ウニ，11 類

等が高ま 度に生且しており，生物榎乱か発述しているこ

とがわかる。

Xむ



図 ９ ケ ーブ ル・ ルートに沿・ た冫－ビ ー ム・ マ･yプ(lg12 のi  m

Fig,9 S ・ ｂｅａｍ map along the ｃ滷)ｅ 呻･11e{index l/7 1n Fig.2} ， Ｍｅrcalcrpr ｏｊｃｃｌｉｏｎ Tokyo datum.

４． 海底地震計による調査

本調査航海では，ＪＡＭＳＴＥＣ 型ディジタル海底地健

.;|･を高知県家戸岬南方の先端観測点設置f 定地点付近の

測点ST 一川32 °16J854'N. 134°27.2】|'E，水深3 β60m ，測

地系Ｔｏｋyo datum : 図16 卩こ.4J151･| に設置 廴，同８

凵に1111収した.

今lulのIEな目的は，改良した切り钁 し掫桾の実加域で

yＳり

の 動 作試 験 を 行 う こ と であ り ， 無 叩|口】収 さ れ た こ と で 所

期 の|-|的 は ほ ぼ 達 成 さ れ た とil え る 。 電 勉 切 り 饂 し に 要

す る 時|剖は ，j996 年3 jl 】7 1･.jに 行-i た 水 槽 実 験 で は 約

j4 分 であ っ た た め ／心 蝕 汳 のlfli稻 を さ ら に 小 さ く し て短

縮 を は か う た か ， 吻り 離 しａ り の 送 信 か ら 離 底 が 確 認 さ

れ る ま で約j7 分 か かｰ, た。そ の 瞭 因 を,鬮 べ る と 具に ，り』

り 離 し 時 闘 を 匐 縮 す る た め の 改良 が 必 髮 で あ る。

JAMSTEC  J. Deep Ｓｅｓ Ｒｅｓ.｡12 CI 卯6 ）



図10 ヶ － プ ル・ ル ート に 沿-1 た シ ー ピ ー 厶 ・ マ・ プ （ 図 ２ の2/7 ）

Fig-  10 Scabcani 111p alooglhccab 】ｌ｛cIle gi･lde ｘ 2/7 1・ Ｆｉｇ. 2k Mercalor p 扣jecliorlTcky ｏ Ｄａ１１･111.

地 震11･の 投 人 地 点 か ら-ａ 底 地 点 ま で の距 離 は お よ そl

knl で あ･j だ。地 畆11･は 設 置|時に は 約300m 南 へ 移 動 廴。

回 収|11に は 約300m 北 へ 移 動 し て い る。 こ れ か 。 浮 カ バ

う ン スに よ る も の か 否 か は 即 断 で き な い が 。 今 後,鬩 西す

る 必 要 が あ る 。

圸 以 計 は ，1111収 後 もjl.I,常 に 劭 作 Ｌ て お り｡ ，11!録 がIEi･

に 収 録 さ れ て い る こ と が 縮,鬯 さ れ た｡ 現 在地 震 デ ー タを

解析111である．

５． 流向流速・ＣＴＤ 係留系による躙査

U151.1 ，ｔ 端観測点の・ ―南室戸海li｣麗付近くST ２；

32°22.095'Ｎ.134°23.666'E,水濠2.3齠ｍ．測地系Tokvo

dalｕl功 に．硫速,11･2台( ﾄﾞ(Ｍ: 海底L.約20111. 深度約

2.368m ，|;哂；海喋l ･.約100m. 深|犹約2,288m) とCTD

II



/昴

図II プ・トウカメラ航跡lgl（ＤＴ-IC,ＤＴ-2C,ＤＴ-3C ）

Fig. II Bathymetry and location of DT-1 C. DT-2C  and DT-3C.

関 １２ DT  JC の 水 深 お よ びli!航･ 洲 ＳＪ

Fin.  12 Balhy ｍｅｌrｉｃ position v ５ lime or lQw li ｓ11 0（| ）Ｔ ＩＣ.

JAMSTEC  J D 回回ｐ Ｓ回ａ Ｒｅs..12 ｛ ｝996｝



図13 DT-2C の 水 深 お よ び 曳 航 時 間

Fig.  13 Bathymetric position v ｓ tｉｍｅ ｏr tｏｗ nｓｈ ０１ DT-2C. Fig.  12 foｒ legend.

図14 1yl ｀-3C の 水深 お よ び 曳航 時 川

Ｆｉｇ.14 Balhymelri り) ｏｓilion vs tｉｍｅ ｏｆ 心wri ｓｈｏｆ ＤＴ ３Ｃ. Pig.  12  for  legend.

JAM5TEC Ｊ. Ｄａｅｐ Ｓｅ∂ Ｒｅｓ..12 119 圓 ｝ 紹X



ターンはほぼ同じであり，設置後から4J16H の18:00

頃までの水温は，変動が非常に小 さく。約1.7 ℃前後で安

定している。旧|111 18:00以降は， 最大0.2 ℃の水温変動

が断続的 に発生している。これは，それまで150 °～180 °

方向に安定してい た流向に変化が生じ，約1･ 数時ISIJ周期

でO °ゐ'I;1】から時計周りに流|乙1が変化したこととの関違

性が考えられる。こ れに対して，下層と|司様な流j;ljの変

動が測定された上麟流速SI･による水温は， 流li,|の変動に

関係なく約L8 ℃付近で安定してい る。 上層お よびド層

での水ｇ 変化と流｢;ll変動の関係の違いは， 上捫がほぼ同

一水温騁の流向の変化を捉えたもので，下駅jは， 流|句の

変化によって，海底地形に影響された等水温面の擾乱が

発生したことが考えられる。

ＣＴＤ ブロ フフイラーによる圧力の記録からは， 海洋

測汐に起因する釣12 時間周川の変助か記録された。

６． ま　 と　め

本,間伐航加に臨むに当 たり，Iljlkの海底地形図 にJaづ

き．２台の海|窿地健jl･および洵丿戉沖波計は， 淘底地形お

よび匍!貲仙造図から．断層 の内 Ｌや破砕部分を さけ．圦

體のみだれの少ない 人洶洶｢i:お よび南室戸洶11 を殺置ｆ

定点 とし． さらにｉ 端UIII ステーションは． シロウリガ

JAMSTEC  J Deep Sea Res.  12 11!】961

閥15 DT-2C およ びDT-3C の水深及 び 曳航時 間

rig. 19 Bathy ｍｅ１｢ic position vs lime 01 10ｗ fish ０１ DT-2  C and DT-3C Fig.  12 for legend.

１台 （海 底 上約17m ， 深 度 約2,371m ） を 合 む ， 全 長140

m の 係 留 系 を 設 置（μ116 ） し。同 ８ 日に 回 収 し た。 今 回

の 目 的 は ，１ 喘 観 測 点 に お け る 底 層 流 や水 温 等 ， 基 本 的

鰯 境 デ ー タを 取 得 す る こ と に あ っ た 。 約3.5 日 間 の 係 留

川I5|を 通 し て 。良 好 な デ ー タが 得 ら れ た。

係 留 系 は シ ン カ ー と 宍 別 の 観 測 機 器 ， 切 り 離 し 用 ト ラ

ン スポ 冫 ダ ーお よ び 浮 力 体 か ら 構 成 さ れ る （M117 ）。 観

測 機 器は 。 メ モ り ー パ ッ ク式 電 健 流 遮31  2 台 〔 ア レ ７ ク

心 子（ 株 ）:ACM-8  M s/ Ｎ０.075 ，sy Ｎ０.108 〕お よ び

ｃＴＤ プ ロ フ ァ イ ラ ー1  n  (Sea Bird  2!:SBEJ6  S/No.

95? ） を 使 川 し た。

閥18 に 示 す よ うに ， 流 速 の変 助 は 観 測 期 圜 を 通 じ て 。

ド層 が5 ～35cmys ，1 こ層 が10 ～20cm/ ｓ であ・ た 。 廴 ’ド

閥 と もに 共ａ す る 傾 向 と し て， 観 測 期 間 の11111 は 南|剩朿

～1甸東 方|;jlの ほぱ 一一定 し た 向 き の 流 れ が･:可越 し  ―Jj,

川 間 後｀|’･に は 流向 の連 続 的 な 変 化 が 認 め ら れ， そ れ に と

もな い 襾 ～ 」ﾋI"Jきの 流 れ の 成 分 が 現 れ て い る。 ベ ク ト ル

分4 」･IMIや 進 行 ベ ク ト ルを Ｑ る と ，j哨11ji ｀|゚ ･は 南 東 ～|剩I甸

襾 の渣 れ がMIJI 的 に 変 動 し て い る 。 その 後 ， 観 測 終 ｒ ま

で の40 時 間 で は 北|;j】き の 流 れ が 強 ま り. iwf- と は 人 き

く 災 な る 傾|;･」を 示 す。

卜’層 流 辿,11･に よ る 水＆1と. CTI) に よ る 水 温 の 変 角 ﾊﾟ

ｱ88



S1 16 節 一一南･41戸 淘|冫 内 側 に お け るｎ 己 押1; 型 海 雌 地・ 計 お よ び 係留 系 配RI,l 呎 。 ● ：係 留 系｡ ＠:

rl己 浮 上 式 淘・ 地 徭n･

Pig.  ]<5 PQ ｓilionｓ of pop-up ｏｃｃａｌ丶bQUoT11 seismometer and ｎｌｏｏrｉｎｇ sys ｌｃｍ ｄｃｐｌｏyｅｄ at tiw

ｗｅｓl ｕr Daiiti- Ｍｉｎａｍｉ-Ｍｕ叨Ｉｏ Ｋｎｏｊｌ. ●:Mooring ｓyｓlel・. Ｏ:Pop-up ocean

b0110111 seis【immelcr.

イ7冫の冷湧水群集生,物 の生心か推定される，|剩海トラフ

陸側付力jl畳 字酳 酊1･･.をｆ 定点として，今1111の調査ではｆ

定ルートに譎づきI祥匍|の海底地形デ ータを シーピームに

よりil た．

その結 果． 詳細の海底地形データより，｀li朷の謾置「

定f,yllXlの若|･-の修IE が必要となった． 本速側のまとめと

して， 飭IE されたケーブル敕,i黔レートに関して以 卜’に述

JAMSTEC  J. Deep Ｓｅａ Res.. 12 gl!Ｓ63

べ る ．

６ ．１　Ｂｏｘ-Ａ( 先 端 観 測 点 ：海 底 地 震 計 ． 海 底

津 波 計)

肖 初 は ， 第 一一南 室 尸･洵li:|||rnに 海 底 沖 波 計.1111 躬側 ヽF

jl!111 11に 海 底 圸 蹣i l･を,暁il゙け る 】ｃ定 と な. てい た が ． 今

lulの,凋杳 の 魴 呎， 第 一一南‘室 戸 海|;:南 部 の海 底 雌 は ． 比 高

200 －300nl の ス 予･y ブ 状 の 崖 の 襲 介 で あ る こ と かWl

－
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図17 係留 系 構 成 図

Fig.  17 A ｓchemXlic jll ｕｓIraliollor mo  m･ｉｎｇ ｓyｓlerll.



図18 箚 一 南室 戸 掏 ａ 内 側 平 刈 面上 の 滴 向 ・ 洫 璢 およ び 水 温 の 時IBI変 動

Ｆｉｇ.18 Time ｓｅｄｅs of current direction. current ｖｅｌｏ£ity and water tenpcralure ｏ￥ｅr the sea ｂｅｄ ａt lM w ｅｓ1 01f Of

Daiiti-Minami-Muroto Knoll. Dir.  075: ｃｕｒr謇Tlt dirｅｃtjo●l at 10●ｍ above Ｕχi ocean ｎｏｏｒ. Diｒ.1 卵:current

direction ａt 20m above ｌｂｅ ｏｃｌａｌ ｎｏｏr. Ｖａｌｎｐ.075:current ｌｍｐｌｉｌｕｄｅ ａ凵 Ｏｅｍ above the ocean ｎｏｏｌ･. vampL

10 : current ａｍｐｌｉｌtlde a1 20m above the ｏｃｅｌｎ floor. Ve.075 : eastward c ｕrr・以 ａｌ ｌａＯｍ above ｌｈｅ Ｑｃｅａｌ

floor.  Ve  108 : eastward current ａt 加 ｍ above ｌｈｅ ｃｃｅａｌ ｎｏＤ１･，Ｖｎ.0?5: Ｉｏrlhｗａrd c ｕrre111 a1 10011 abo ｖｅ

ihe ocean floor. Vn.  I OB:norlhwa 『ｄ ｃ･iirrcnL ａ１ 20ni above Ihe ocean floor. Temp.  075:water  temperature  at

100m above I  he Ｑｃｅａｎ floor. Temp. | ●8 : water  Icmpci･alure a1 20m ab 叭･ｅ the ooean ｎｏｏr.Ｔｅｍｐ. ＣＴＤ；

water  lempeni･t ｕｒｅ ａ１ L5m ａｂ(yｖｅthenl ｆ`ａｎ ｌｏｏｒ.
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し，さらに，同南部には明瞭な平坦面が確認できなかっ

た。このようなスチ,yプ状の讚は第一南室戸淘丘ljl頂郎

近傍まで銑いている様子である。ただし，山頂部には平

坦面が存在し構遭的に安定していると考えられる。その

ため，この山頂部に海底地震叶を股置することにした。

また。海底沖波計の設置位置については，第一南室戸海

丘東側には平坦面が広く宛逮しているため，その平坦面

上への海底津波計の設置が検討されたが。津波情報とし

ての水圧測定以外の目的として，第一南室戸海丘と南海

トラフ陸劃付加帯との間の急崖を挾んだ位・ での本沌底

津波計と先端観測ステーションに搭載されている水圧計

との組み合わせでの地盤昇降の調査を実施するという目

的を達成できないため，急崖4こより近い位置に海庭津波

計を設置することとし，急康の上に若干広がる平坦面上

に設置することとなった。

6 －２　８０ｘ-Ａ（先端鰉減点；先端観測ステー

ション）

先にも述べたように，第一南室戸海丘と南海トラフ陸

側付加帯との圜の急趨は，比高200～300m のステー。プ

状の崖の築合であることか判明し，急崖脚儲の付加帯に

は平坦面が広がっている。これらの諞は低角逆断層と考

えられ，この断層面に沿うてシ・ ウリガイ等の冷湧水生

勧群襲が存在することが予鯉される。今回の調査では，

4,000m 級デ４－プ・トウカメラによる深海曳航調査は，

マクロ延縄漁で実施できなかうたが，詳細なシーピーム

データの地形的判断から，当初の先端観測 ステーション

近傍には冷湧水生勧群集が存在する可能性が非常に高く

な･1たと推定される。実際の冷湧水生勧群集の確認は，

1995 年８月に予定されている，「しんかい6500 」による

潜航調轟で行う予定である。

６．３　白ｏｘ-Ｂ（中間観測点）

当初は，大・ 海丘の北西部平坦面か海底津波aj-，山頂

部が晦底地震計の設置予定位i?11であったが図７および図

３に見られるように，天洶洶丘北西部平坦而は。li 皈の

海底地形図にみられるように明確ではなく，敷多くの急

崖が存在し，榊造的に不安定である可能性が高い。その

ﾉ タ２

ため，構造的に安定しさらに。天洶洶丘を含めその周辺

域の中で最も平坦面が発逮している天洶洶丘|||頂部に海

底地宸引･を設置することとなった。これに伴い。比較的

平坦湎が発述している，天海淘丘南側平坦ｊ に海底津波

計を設置することとなった。

6.４　BOX-C からＢＯＸ-Ｂまでのケーブルルー

ト

北緯32 °53'～55'付近の急謳からケーブルルートを回

避させるため東側に変更した。 また，32 °48.5'付近の隆

起帯に伴う急崖を避けるため，急慶東側の鞍部にルート

を移動した。
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写 臾 １ 商 知 県 深 釀 水 研 究 所 ：深 鬯 水 管

Pholo ｌ Suction pipe ｃｆ Kochi Ｐrｅｌｅ｛l ｕrｅ Ｄｅｅｐ Seawater

Laboratory,  The ｐｈｏtｏ w ａｓ takeoa11S:16.

町 真 ３ 円 踝

P110tｏ ３ Rubbles. ob ｓ42rved on ihe ｓｅａ floo｢. The photo

was taken a1 15 : 26 ，

写 奥 ２ 巨 大 聴

Ｐｈｏｌｏ ２ Large gravels. Ｔｈｅ ｐｈｏｌｏ ｗａstａｋｅｎ ａt15:17.

写 真 ４ 断 差

Pholo 4 Dipping ramp. Ｔｈｅ photo w ａｓ laken a1 15 : 53.

写 真 ５ 堆積物 ドのSI れ11

P11010 5 Fi ｓｓｕｒｅ under  tlie sediments. Ｔ１１ｅ photo w ａｓ

taken a1 16 : 00.
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